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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本鉄道車輌工業会（JARI）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出

があり，日本産業標準調査会の審議を経て，国土交通大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。国土交通大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 E 5021：2020 
 

鉄道車両－電気コネクタ－要求事項及び試験方法 

Rolling stock-Electrical connectors-Requirements and test methods 

 
序文 

この規格は，2016 年に第 1 版として発行された IEC 62847 を基とし，我が国の鉄道車両に関する法令及

び標準に適合した規定とするために，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，鉄道車両用電気コネクタのための性能要件として，IEC 61984:2008 の要求事項を満たした

上で，追加の用語，単極当たり定格電圧 1 000 V まで及び定格電流 125 A までで，周波数 3 MHz 以下で鉄

道車両の車内及び車外で使われる単極コネクタ及び多極コネクタに対する性能要求事項及び試験方法につ

いて規定する。 

なお，この規格は，次の各項には適用しない。 

・ 活線挿抜用コネクタ（IEC 61984:2008 の 3.2 において定義されたもの） 鉄道車両に装着するコネク

タは，操作方法又は JIS E 5051 で規定するインターロック機構によって，活線状態でかん合・分離操

作を行うことがないため。 

・ 再結線不可能コネクタ（IEC 61984:2008 の 3.5 において定義されたもの） 

・ 電気連結器 構造の複雑さ並びにそれに特化した仕様及び試験が必要なため。 

・ 車両間のジャンパ コネクタとケーブルとの組合せであり，その特性は双方の構成要素の特性に依存

するため。ただし，この規格の適用範囲に示す条件に当てはまる車間コネクタには，附属書 B 及び附

属書 C の中から受渡当事者間の合意によって選択された機械的特性及び環境的特性を適用する。 

 

この規格は，次の項目に基づいて電気コネクタへの適用レベルを規定する。 

a) 車両の技術的相違による使用条件の過酷度（5.2 参照）。 

b) 車両の用途（5.3 参照）。 

c) コネクタの搭載位置（5.4 参照）。 

なお，この規格は，プリント板，ラックアンドパネル・コネクタなどの電子機器の内部の接続用コネク

タには適用しない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 62847:2016，Railway applications－Rolling stock－Electrical connectors－Requirements and test 

methods（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”


